
 

 

 

 
２０２０年１２月１８日 

 

各  位 

大同生命保険株式会社 

代表取締役社長 工藤 稔 

 

アフリカ輸出入銀行向けの投資について 

～COVID-19 への対応を含む開発途上地域の経済発展への貢献～ 

 

Ｔ＆Ｄ保険グループの大同生命保険株式会社（社長：工藤 稔）は、新型コロナウイルス感染

症（COVID-19）対応支援の一環として、アフリカ輸出入銀行向けに 35 億円の投資を実行いたし

ました。 

 

本件は、アフリカ輸出入銀行向けの融資を原債権とする信託受益権で、日本政府が 100%出資 

する株式会社日本貿易保険（以下、NEXI）が原債権の元利払いに対する保険を提供しています。 

アフリカ輸出入銀行は、2020 年 4 月にアフリカ諸国の COVID-19 パンデミックによる経済的・

福祉的影響への支援を目的としてパンデミック貿易影響緩和ファシリティ（Pandemic Trade 

Impact Mitigation Facility）を設定しています。本件で調達した資金は、当該ファシリティへ

の充当を含め、COVID-19 により影響を受けた加盟国の政府・金融機関（国の出資等の関与有）・

事業会社等の事業運営や資金繰りの支援に活用される予定です。 

本件を通じて資産運用収益の向上を図るとともに、新型コロナウイルス対策に貢献することや、

アフリカの経済成長と国民生活向上に繋がることを、当社は期待しています。 

 

当社は、「Ｔ＆Ｄ保険グループＣＳＲ憲章」に基づき、事業活動を通じて社会的課題の解決に

貢献する取組みを進めてまいりました。 

資産運用においては、当社が署名している「責任投資原則（ＰＲＩ）」の考え方や、国連が   

提唱した持続可能な開発目標である「ＳＤＧｓ」などを踏まえ、環境・社会・企業統治の課題を

考慮する「ＥＳＧ投資」に積極的に取組んでいます。開発途上地域の経済発展等に資する本件は、

こうした取組みの一つです。 

引き続き、責任ある機関投資家としての責務を果たし、持続可能な社会の形成に貢献できるよ

う努めてまいります。 

 

以 上 



 

 

＜ご参考①：アフリカ輸出入銀行について＞ 

名 称 アフリカ輸出入銀行（African Export-Import Bank） 

組織概要 1993 年にアフリカ内外の貿易に係るファイナンスや貿易促進・拡大を目的として、

アフリカ各国やアフリカ開発銀行等の出資により設立された国際機関。 

アフリカ地域の 51ヶ国が加盟。 

Ｕ Ｒ Ｌ https://www.afreximbank.com/ 

 

＜ご参考②：株式会社日本貿易保険について＞ 

名 称 株式会社日本貿易保険（Nippon Export and Investment Insurance） 

組織概要 2001 年に日本政府の貿易保険事業を引き継ぐ形で独立行政法人として設立され、

2017 年に日本政府の方針のもと株式会社化した、日本政府 100％出資の公的輸出

信用機関。 

本邦企業の海外展開・輸出・海外投資の促進を目的として、対外取引に伴う危険を

填補する貿易保険を提供。 

Ｕ Ｒ Ｌ https://www.nexi.go.jp/ 

 

＜ご参考③：「原債権」の概要＞ 

借 入 人 アフリカ輸出入銀行 

借入総額 520 百万米ドル 

償還期間 10 年 

資金使途 
COVID-19 により影響を受けたアフリカ諸国の政府・金融機関・事業会社等の事業

運営や資金繰りの支援等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<お問合せ先> 広報課 TEL 03-3272-6206 

https://www.afreximbank.com/
https://www.nexi.go.jp/

